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演題募集期間

１月８日（金）～２月15日（月）正午
参加事前申込期間

１月８日（金）～５月１３日（金）正午
特別講演

美智子・レンデンマン 氏 （Ph.D,CPNP）
（Children's National Medical Center, Washington, USA）

「米国における小児のＮＰとＣＮＳの活動」
教育講演

西間 三馨 氏 （国立病院機構南福岡病院名誉院長)
「子どもの食物アレルギーと健康支援」
シンポジウム

「小児の在宅療養を支援する
　　看護専門職としての役割と連携」

坂本 すが 氏 （公益社団法人 日本看護協会 会長）
佐藤 圭右 氏 （社会福祉法人聖母の騎士会 
　　　　　　　　　　　　　　　恵の聖母の家 施設長）

品川 陽子 氏 （大分県立病院 小児専門看護師：CNS）
後藤 　愛 氏 （恵の聖母の家 小児診療看護師：NP）
中本 さおり 氏 （訪問看護ＳＴステップ♪キッズ 訪問看護師）

会期 2016年7月23日（土）～24日（日）

会長 高野 政子（大分県立看護科学大学 看護学部）

後援：大分県・別府市・公益社団法人 日本看護協会・公益社団法人 大分県看護協会・公立大学法人 大分県立看護科学大学

大分県立看護科学大学看護学部 小児看護学研究室
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第25回学術集会での
テーマセッション・エキスパートパネルの

演題一覧（2015年度・於 千葉）

学会教育委員会と研究推進委員会が主催する交流集会で、主に「在宅看護」「看護教育」
「看護技術」など。
学会の常任委員会主催のものと一般公募で採択されたものとがあります。

エキスパートパネルとは：

テーマセッションとは　：

テ ー マ

⑪それは本当に急な変化?!  ーいつ ・ 何に気づき ・ 何ができるかー

⑬慢性疾患児の自立に向けた療育支援について考えよう

⑭考えよう！脳死下臓器移植をめぐる看護  ー子どもと家族のアドボケーターになるためにー

⑮小児看護の質を高める看護管理を考えよう  ー子どもの療養生活に焦点をあててー

⑯小児看護学領域のカリキュラムにシュミレーション教育を効果的に活用する取り組み

③考える看護師を育てよう！

④Preventing Chilren Obesity in Asia, アジア地域における小児肥満の予防

①子どもの在宅ケア  ー地域連携・他職種連携にどう取り組むかー

②子どもの苦痛緩和について考えよう！第2弾  ー苦痛緩和への子どもと家族の参加をめざして

①ＮＩＣＵから退院した花ちゃんの1年後　退院支援・在宅療養支援を【診療報酬】の視点から考えよう

②総合病院におけるプレパレーションの普及に向けて

③看護学生が企画・実施する5～ 6歳児向け健康教育「体のしくみ（構造と機能）」

④入院中の子どもが経験する闘病仲間の死とは

⑤新生児をめぐるグリーフケア  ー心の中で生き続ける子どものためにー

⑥在宅重症心身障害児のノーマライゼーションを支える様々な場での看護

⑦循環器疾患の子どもの看護を考えよう！

⑧医療を必要とする子ども自身の自然災害に備えるために看護師は何をすべきか

⑨私にもできる災害の中長期な支援　Part2

⑩広げよう  小児看護の可能性  ー地域社会で暮らす子どもと家族を支える看護ー
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⑫プレパレーション　Ｐａｒｔ 3：
　コミュニケーションとして子どもとどのようにやりとりをしていますか。


